
平
成
19
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た「
宍
粟
市
社
協
第
一
次
地
域
福
祉
推
進
計
画
」（
以
下「
推
進
計
画
」）の
計
画
年
次

が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
す
。こ
の
推
進
計
画
は
、合
併
後
の
旧
四
町
社
協
の
計
画
を
継
承
し
広
く
な
っ
た
宍
粟
市
で
ど

の
よ
う
な
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。そ
の
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
し
た
。こ
の
ほ
ど
計
画
年
次
終
了

を
前
に
策
定
委
員
と
職
員
が
集
ま
り
、２
回
に
わ
た
り
計
画
の
進
捗
状
況
を
検
証
す
る
評
価
会
議
を
行
い
ま
し
た
。今

号
で
は
、３
ヵ
年（
19
年
度
か
ら
21
年
度
）の
計
画
推
進
の
状
況
を
報
告
し
、こ
の
計
画
の
評
価
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

第
一
次
推
進
計
画
の
評
価
会

議
は
、1
月
18
日
と
2
月
22
日

に
開
催
し
、当
時
の
策
定
委
員

と
地
域
福
祉
担
当
職
員
が
集
ま

り
検
証
を
行
う
と
と
も
に
次
期

計
画
へ
の
課
題
を
探
る
熱
い
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。1
回
目

の
会
議
で
は
、事
務
局
か
ら
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
詳
細

に
わ
た
る
報
告
を
行
い
、2
回

目
で
は
、推
進
項
目
と
し
て
計

画
に
挙
げ
た
28
項
目
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
報
告
を
行
い
ま
し
た

（
3
頁
参
照
）。計
画
の
目
玉
と

な
っ
た
自
治
会
別
懇
談
会
は
、現

在
1
2
2
自
治
会
で
終
了
し
、

実
施
率
は
77
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、す
べ
て
の
自
治
会

を
3
年
間
か
け
て
回
る
と
い
う

も
の
で
し
た
が
、現
在
約
2
割
の

自
治
会
が
未
実
施
で
、残
り
の

自
治
会
へ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
実
施
し
た
も
の

に
加
え
、こ
の
3
ヵ
年
で
新
た
な

課
題
と
し
て
出
て
き
た
①「
限
界

集
落
」へ
の
対
応
②
ホ
ー
ム
レ
ス

の
人
た
ち
へ
の
支
援
③
離
職
者
の

方
々
へ
の
支
援
④
災
害
復
興
支

2
回
に
わ
た
る
評
価
会
議

策
定
委
員
と
職
員
が

熱
い
議
論

ホ
ー
ム
レ
ス
や

離
職
者
支
援
な
ど

新
た
な
課
題
も
議
論

計
画
推
進
の
評
価
は

ど
う
あ
る
べ
き
か

計
画
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
の

た
め
に
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の

確
立
を
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援
活
動
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、社
協
組

織
そ
の
も
の
へ
の
課
題（
人
事・組

織・財
政
、法
令
遵
守
な
ど
）も
た

く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら

は
、次
期
計
画
へ
引
き
継
ぐ
べ
き

課
題
と
今
す
ぐ
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
に
分
け

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
評
価
会
議
で
は
、職

員
レ
ベ
ル
で
の
自
己
評
価
が
十

分
で
き
て
い
な
い
中
で
の
議
論

で
あ
っ
た
た
め
、評
価
指
標
も
含

め
計
画
推
進
の
全
体
評
価
ま
で

は
議
論
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
度
は
、第
二
次
計
画
の

策
定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、早

急
に「
二
次
計
画
」の
協
議
に
入

り
ま
す
。し
か
し
、こ
の
前
提
と

し
て
、今
回
の
一
次
計
画
の
評
価

を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
が
問

わ
れ
ま
す
。

本
会
で
は
、次
期
計
画
策
定

ま
で
に
今
回
の
推
進
計
画
の
自

己
評
価
を
行
い
、そ
の
評
価
に

基
づ
き
、次
期
計
画
策
定
委
員

会
で
正
式
な
評
価
を
行
う
こ
と

と
し
ま
す
。具
体
的
に
は
、職
員

レ
ベ
ル
の
評
価
会
議
と
理
事
会

で
の
議
論
を
行
い
、そ
の
内
容

を
評
議
員
会
へ
報
告
し
ま
と
め

を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、こ
の
よ
う

な
評
価
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
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合
併
後
の
社
協
計
画
の

合
併
後
の
社
協
計
画
の

評
価
を
ど
う
進
め
る
か

評
価
を
ど
う
進
め
る
か

他
の
社
協
で
も
十
分
確
立
さ
れ

て
お
ら
ず
、こ
の
仕
組
み
づ
く

り
も
課
題
で
す
。計
画
は
作
っ
て

実
践
し
た
が
、そ
の
評
価
は
ど

の
よ
う
に
す
べ
き
か
。

こ
の
よ
う
な
評
価
の
サ
イ
ク

ル
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
が「
P
D
C
A
」で
す
。

P（
計
画
）D（
実
行
）C（
評

価
）A（
改
善
）の
サ
イ
ク
ル
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
課
題

の
社
会
化
や
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
力
と
な
り
ま
す
。計
画
年

次
終
了
を
受
け
評
価
作
業
の
具

体
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

19年3月にマニュアルに基づくシミュレーションは実施したが、以後実施していない。また、携帯版のマ
ニュアルを作成し、常時携帯させている。２１年８月の豪雨災害で災害ボラセンを立ち上げ、マニュアル
が役立った部分と見直しをする部分ができた。また、防災倉庫について早急に整備を図る必要がある。
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推進目標 個別活動項目 3年間の推進状況

1 当事者の自立支援を支え自己実現を支援する
相談所運営の見直し 山崎支部での心配ごと専門相談員の確保。結婚相談員も各支部で確保し増員した。

宍粟市出会いサポート
センター事業の推進

ホームページに出会いサポートセンター情報を掲載。
会員も増えている、イベント前にセミナー等を開催し、大きな成果が出ている。

子育て支援の
ネットワークづくり

子どものための人形劇や子育てサロン等の取り組みを子育て支援センターや
ボランティアとともに実施しているが関係者による協議の場を持てていない。

当事者（介護者）の
組織化支援

各支部で介護者のつどいの定期開催が定着した。「地域福祉のつどい」で提起された「男性介
護者の会」づくりへの組織化が進み、２１年度１２月より男性介護者のつどいを市全体で開催。

調査活動の年次計画化 調査活動については、配食サービス等の意向調査をしたが、年次計画を立てて
実施するまでにはなっていない。

2 くらしの場で豊かな関係性を築く地域ケアのしくみをつくる
福祉マップづくり 一部の福祉連絡会では、作成されているが、全体での作成にはいたっていない。

宅老所づくりへの挑戦 必要性はいろんな所で議論されたが設置にむけては具体化できていない。

小地域福祉活動助成金の
あり方検討

20年度において見直しを行い、前年度の各自治会の社協一般会員数を
基礎にした見直しを行った。

配食サービス運営委員会の設置 20年度12月において、4支部すべてに配食サービス運営委員会を設置した。

福祉サービス利用
援助事業の利用拡大

現在3名の利用者と1名の新規の利用希望者がある。2年前から2名の増。
専門員の配置など市社協だけでなく、広域的な課題もある。

買い物サービスの立ち上げ 未実施。波賀支部で検討に入ったが、福祉有償運送事業の認可等の
関係や運行時間や体制等の問題があり出来ていない。

お達者クラブの活動強化 一宮支部での事業実施。他の支部での事業内容の充実を図っている。山崎支部では、旧山崎地区内の
アプローチができていない。この問題は、行政の施策との関係もあり、今後行政担当課との協議が必要。

小地域ネットワーク会議の設置 専門職（社協職員）と当事者、住民の連携会議の場が持てていない。

3 地域福祉推進の人材育成と地域（まち）づくりを支援する
総合病院ボランティア活動
へのアプローチ

ボランティアコーディネーターを中心に総合病院と協議を継続している。患者さん等
市民アンケートを実施し、２２年度から病院ボランティアが始動することになった。

団塊の世代を中心とした
男性ボランティアの発掘

大阪ガスグループ福祉財団のアクティブシニア応援助成事業を実施し、
男性ボランティアグループからの助成事業の申込もあり、今後に期待が持てる。

ホームページのリニューアル 20年度にホームページのリニューアルをした。日常の更新作業が十分でない。
地域福祉担当職員のＨＰへの意識づけをする必要がある。

地域での福祉学習の推進
（学習の場づくり）

波賀支部で一部の自治会を対象に福祉体験学習を実施しているが
全支部での実施には至っていない。

災害救援マニュアルに
基づく諸活動の推進

要援護者台帳の整備 社協のサービス利用者等の台帳や一覧表は整備しているが、それ以上のものについては今後の課題。

4 社協経営を強化し地域福祉経営ができる社協をつくる
計画推進委員会と
評価委員会の組織化

毎年の評価やチェックが出来ていない。今回がはじめてである。
評価のしくみづくりを行う。

支部地域福祉推進計画の
策定と委員会運営の強化

支部地域福祉推進委員会は年間3回の開催をしているが、
支部計画策定には至っていない。

介護保険事業経営検討
委員会の組織化

社協事業全体の経営検討委員会を20年度に発足させ、検討を行っている。

苦情解決・危機管理のしくみづくり 苦情解決のしくみは出来ているが、マニュアルの作成は出来ていない。

人材育成をめざした
人事考課制度の導入

プロジェクトチームを組織し、19年度が試行。20年度より本格的実施。

職員内部研修プログラム
開発とＯＪＴのしくみづくり

内部研修プログラムづくりは未実施だが、新任研修等は一定のプログラムが出来ている

社協事業のコスト把握と
中長期の財政計画づくり

経営検討委員会等でコスト把握の方法や財政計画作りを検討していく。

会費の増強と使途の計画化 会費の使途を総務管理経費として明確に位置づけたが、賛助会費の19年度の
１２０％増額を目指すのは大変。

自治会別懇談会の開催と
社協活動の説明

千種・波賀で終了。一宮で９７％終了。山崎支部が6７％の終了。
全体で122自治会で終了。


